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2なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

　

３
月
13
日
㈬
に
中
春
別
農

協
女
性
部
（
部
長 

南
澤
順
子
）

第
50
回
通
常
総
会
が
団
地
セ
ン

タ
ー
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
南
澤
部
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
議
長
に
は
豊

原
地
区
の
齋
藤
道
子
さ
ん
と
久

保
朋
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
採

決
が
執
り
行
わ
れ
、
議
案
第
１

号
「
令
和
５
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、

議
案
第
２
号
「
令
和
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
議
案

第
３
号
「
令
和
６
年
度
会
費
の

賦
課
並
び
に
徴
収
方
法
に
つ
い

て
」、
議
案
第
４
号
「
規
約
改

定
に
つ
い
て
」、
議
案
第
５
号

「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」
ま

で
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
役
員
は
以
下
の

通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

部　
長　

南　
澤　
順　
子

副
部
長　

上　
田　
弥　
生

副
部
長　

原　
内　
友　
子

理　
事　

山　
本　
ま
り
子

理　
事　

上　
神　
佳
代
子

理　
事　

遠　
藤　
美
奈
子

監　
事　

木　
原　
幸　
恵

監　
事　

所　
　
　
亜
矢
子

中春別農協女性部通常総会第50回

　
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
第
68
回
通
常
総
会

が
３
月
27
日
㈬
に
根
室
農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
各

農
協
か
ら
女
性
部
代
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
総

会
で
は
議
案
第
１
号
「
令
和
５
年
度
活
動
報
告
並

び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
議
案
第
２
号

「
令
和
６
年
度
活
動
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
の
設
定
に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号
「
令

和
６
年
度
会
費
な
ら
び
に
地
区
会
長
活
動
支
援
金

の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）
の
決
定
に
つ
い
て
」
議

案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
は
次
の
通
り
で
す
。

　
総
会
終
了
後
は
女
性
部
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
国

内
農
業
視
察
研
修
報
告
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
意
見
交
換
会
は
昨
年
好
評
だ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
で
行
わ
れ
、「
青
年
部
・
女
性
部
交
流
会
」「
女

性
部
長
視
察
研
修
（
十
勝
管
内
）」「
道
酪
対
・
根
室
地

区
酪
対
の
委
員
」「
全
道
家
の
光
大
会
に
出
席
し
て
」「
地

区
女
性
部
員
研
修
会
（
漢
方
茶
・
整
体
）」「
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
」
と
、
根
室
地
区
女
性
協
議
会
で
開
催
し
た
事

業
の
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
終
始
意
見
が
出
続
け
る
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

会　
長　

相
澤　
舞
子

（
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
）

副
会
長　

南
澤　
順
子

（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）

副
会
長　

青
木　
一
枝

（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）

監　
事　

大
沼　
由
紀

（
Ｊ
Ａ
標
津
）

監　
事　

長
縄
さ
お
り

（
Ｊ
Ａ
中
標
津
）

JA根室地区女性協議会通常総会第68回

活動をピックアップ
　性部女助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏ ｎ ｇ 　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ



3 なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 福之姫 26 57 18 143,538 3.19

2 北美津久 29 50 16 126,759 3.16

3 秋忠平 43 54 14 112,488 3.73

4 勝美糸 4 53 26 102,750 2.07

5 貴隼桜 8 54 18 96,875 2.94

6 鉄晴幸 41 48 13 94,173 3.57

7 美津金幸 94 48 17 88,533 2.79

8 花之福 24 51 18 88,417 2.90

総計 537 49 17 86,201 2.86

9 花勝久 4 54 16 84,750 3.41

10 英貞 25 50 17 80,320 3.01

11 百合美 33 44 18 76,455 2.44

12 奈緑 25 47 19 76,340 2.48

13 珀百合 10 46 18 74,910 2.59

14 藤平福 14 45 14 74,500 3.14

15 奈美百合 27 49 17 73,704 2.92

16 拓忠平 8 49 14 69,250 3.50

17 美津利奈 5 48 14 66,200 3.46

18 愛之国 20 40 15 63,650 2.74

19 夜桜 4 50 22 63,000 2.31

20 百合芳 6 51 33 58,333 1.54

21 隆之姫 38 47 20 58,029 2.30

22 白鵬紅葉 5 41 13 56,200 3.17

23 富福久 9 48 13 43,667 3.74

24 満天桜 7 39 20 37,714 1.96

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 北美津久 45 51 17 185,467 3.02

2 福之姫 35 55 18 113,000 2.99

3 秋忠平 28 50 16 72,321 3.16

4 拓忠平 5 47 11 72,200 4.42

5 鉄晴幸 53 44 15 69,943 2.88

6 勝美糸 9 48 20 65,444 2.45

7 英貞 21 49 26 64,667 1.92

8 珀百合 9 54 25 64,222 2.16

9 奈津勝 6 55 35 63,667 1.60

総計 563 47 19 62,641 2.44

10 百合芳 7 53 25 60,000 2.10

11 福美国 4 54 24 56,500 2.27

12 花之福 23 45 16 53,704 2.80

13 奈緑 22 45 19 51,686 2.40

14 勝吾 6 46 9 47,000 5.09

15 貴隼桜 9 44 14 46,678 3.07

16 美津金幸 63 44 19 46,478 2.31

17 百合美 30 44 17 44,640 2.60

18 奈美百合 31 45 16 39,839 2.76

19 美津利奈 4 49 29 38,750 1.70

20 夜桜 8 41 12 36,625 3.52

21 藤平福 22 41 20 29,459 2.10

22 隆之姫 60 48 25 29,180 1.90

23 愛之国 14 39 20 25,443 1.90

24 白鵬紅葉 4 38 18 22,000 2.11

25 満天桜 13 40 21 19,008 1.88

26 富福久 7 45 13 18,014 3.49

福之鶴 1 62 22 216,000 2.82

北美咲 1 47 13 135,000 3.62

勝吾 3 53 12 105,667 4.39

福之鶴 1 55 9 136,000 6.11

勝金幸 3 53 33 75,000 1.62

＊総計には除外した頭数も含む 販売通信
令和６年２月（雄） 令和６年２月（雌）（上場頭数４頭以上、税込み価格） （上場頭数４頭以上、税込み価格）

＊参考＊ ＊参考＊

ホクレン根室家畜市場
Ｆ１（乳用交雑種）種雄牛別平均価格（月別２月）



4なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

小小
野野    

榮榮
一一
氏氏

　
２
月
13
日
㈫
、
北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係

功
労
者
）
の
表
彰
式
が
札
幌
市
内
で
執
り
行
わ
れ
、

道
内
農
業
・
農
村
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
34
人
、

２
社
、
２
団
体
を
表
彰
し
、
当
地
区
か
ら
中
春
別
地

区
の
小
野
榮
一
氏
が
功
績
を
讃
え
ら
れ
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。（
区
分
:
農
業
委
員
会
等
功
労
者
）

　
同
賞
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
北
海
道
の
発

展
に
貢
献
し
た
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
受
賞
者

の
高
い
志
や
技
術
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
の
が
目
的

と
な
っ
て
お
り
、
小
野
榮
一
氏
は
、
平
成
14
年
よ
り

別
海
町
農
業
委
員
に
就
任
後
、
会
長
代
理
を
経
て
平

成
26
年
か
ら
会
長
に
就
任
。
令
和
５
年
７
月
の
退
任

ま
で
通
算
21
年
の
永
き
に
亘
り
、
農
業
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
農
業
委

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
農
地
の
適
正
利
用
と
そ
の

会
務
運
営
の
向
上
に
貢
献
し
、
農
業
委
員
会
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
に
別
海
消
防
署
職
員
を
招
き
、

職
員
を
対
象
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、
血
液
を

流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態
に
な
っ
た

心
臓
に
対
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て

正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
併
用
し

て
行
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
心
停
止
が

AED講習会AED講習会

あ
っ
た
患
者
に
対
し
て
、
救
急
車
が
来
る
ま

で
何
も
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
生
存
確
率
は

８
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
般
市
民
が
救
急

車
が
来
る
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
っ
た
場
合
の
生
存
率
は
53
％
と
助
か
る

可
能
性
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

　
今
回
の
講
習
で
は
緊
急
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利

用
方
法
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て
学
び
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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　今回は、手足同時に指つぼの刺激を行いま
す。指先には全身の健康に密接な関係がある
つぼが集中しているので、１カ所ではなく手
足の指全体を刺激すると効率的です。脳や五
臓六腑（ろっぷ）へ心地良い刺激を送り込み
ましょう。
　脳トレに良い、健康に良いと一生懸命さま
ざまなことに取り組む中で忘れがちですが、

「心地良さ」は、心身の健康にとても大切な
ことです。体操の場合、「イタ気持ちいい」
くらいでも大丈夫ですが、無理をして「痛さ」
を感じるところまで頑張ってはいけません。
　手足体操は、健やかな毎日を送るための
きっかけです。日々の自分の心身の状態を
チェックしながら習慣化できると良いですね。

⑴ 手のひらを下に向けます。指は
握らず、指先を軽く曲げます。

⑵ 手のひら側で指先が重なるよう
に、左右から組み合わせます。
親指も重ねましょう。

⑶ 手を組んだまま、息を吐きなが
ら手のひらをゆっくり近づけて、
指先のつぼをまとめて刺激しま
す。

⑷ いすに腰かけ、膝は肩幅程度に
開きます。両足を手前に移動し、
親指同士を近づけます。足の指
先を床に着け、反らします。

 
⑸ ⑷の姿勢のまま、⑵⑶を５回繰

り返します。手と足の指つぼに
まとめて刺激が入ります。この
とき、イタ気持ちいいを目安に
行いましょう。

手足の指のつぼを刺激

手足まとめて
刺激を与えて心地良さを

健康生活研究所所長●堤　喜久雄

脳トレ!トレト脳トレ!
手足の体操

⑴⑴

⑵⑵

⑶⑶

⑷⑷

⑸⑸

　令和５年度も農村地域牛乳・乳製品需要拡大
運動の取りまとめを行いました。
　青年部・女性部のお中元・お歳暮ギフト、乳
製品需要拡大運動第１次、第２次を行い、合計
4,372,813円のご注文をいただきました、ご
協力くださいました皆さん大変ありがとうござ
いました。
　今年度以降も消
費拡大をめざし、
皆さまにお喜びい
ただけるように取
り組んでいきます
ので、よろしくお
願いします。

農村地域牛乳・
乳製品需要拡大運動の
お礼と結果報告

実績　4,372,813円
　今年度の巡回ドックは８月１日㈭２日㈮の２
日間を予定しております。
　６月頃に農協よりお知らせをいたしますので、
ご希望の方はお申し込みください。
　また、協会けんぽに加入されている皆さまは、
巡回ドック申込時に令和６年度全国健康保険協
会管掌健康保険生活習慣病予防健診対象者一覧
が必要となりますので、大切に保管していただ
きますよう、よろしくお願いします。

巡回ドックのお知らせ
年に一回、健康づくり



6なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
３

月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職

致
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
11
月
に
中
途
採

用
で
入
組
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

生
産
部
畜
産
課
と
し
て
約
18

年
間
も
組
合
員
の
皆
様
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
言
葉
で
言
い
表

せ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開

業
授
精
所
を
立
ち
上
げ
て
組

合
員
の
皆
様
に
信
用
・
信
頼

の
で
き
る
授
精
所
と
し
て
活

躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
永
年
の
ご

厚
情
を
感
謝
し
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
３
月
30
日
を

も
っ
て
退
職
致
し
ま
し
た
。

　
入
組
し
て
16
年
、
皆
様
に

は
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
授
精
所
を
開
業

す
る
為
、
こ
こ
で
の
経
験
や

学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
中
春
別
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
退
職
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
３
月
末
を
も
ち
ま

し
て
退
職
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
に
臨
時
職
員
と

し
て
採
用
を
い
た
だ
き
、
生

乳
課
、
金
融
共
済
課
、
経
営

相
談
課
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
、
役

職
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
農
協
職
員
と

し
て
業
務
に
携
わ
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
こ
の
度
、
３
月
30
日
を
も

ち
ま
し
て
退
職
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
10
月
に
授
精
業

務
の
臨
時
で
採
用
さ
れ
、
同

年
12
月
に
正
職
員
に
な
り
、

畜
産
課
の
色
々
な
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
前
職
の
職

歴
か
ら
12
年
間
、
当
農
協
の

授
精
師
と
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
皆
様
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
も
自
分
の
経

験
を
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
３
月
30
日
を
も

ち
ま
し
て
退
職
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
３
月
に
入
組
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
生
産
部
畜

産
課
指
導
係
と
し
て
２
年
間

と
短
い
間
で
し
た
が
、
組
合

員
の
皆
様
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
工
授
精
師
と
し
て
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
と

て
も
多
く
、
大
変
至
ら
な
い

点
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら

も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

藤原　　誠

藤原　　香

齋藤　大輝

荒　　捺美

久保　絢子

退職のご挨拶
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Ｊ
Ａ
中
春
別
　
組
織
機
構
図
と
職
員
配
置
図

室
1

部
5

課
10

係
13

事
業

所
1介

護

区
　

分
 男

 女
 計

正
職

員
25

21
46

準
職

員
18

15
33

合
　

計
43

36
79

機
構

構
成

職
員

構
成

令
和

６
年

４
月

１
日

現
在

異
動

新
規

採
用

試
用

採
用

係山
田

ひ
か

り
試

採
用

尾
上

　
 結

試
採

用
長

野
　

 響
試

採
用

中
矢

 拓
久

試
採

用
石

井
 あ

み
試

採
用

宮
武

 颯
馬

試
採

用
鳥

井
 優

斗
試

採
用

佐
藤

 俊
和

管
理

係
 係

長
小

田
島

聖
子

管
理

課
 課

長
塩

崎
　

純
也

総
務

部
 部

長
山

形
　

則
和

融資審査課 課長（兼）
澁

谷
　

浩
一

融資審査係 係長（兼）
澁

谷
　

浩
一

係（
兼

）
佐

藤
　

朋
哉

係小
濱

　
菓

歩
係佐

藤
　

朋
哉

係鈴
木

雅
邑

彩
準

職
員

成
田

　
幸

治
生産資材係 係長（兼）
澁

谷
　

浩
一

購
買

課
 課

長
澁

谷
　

浩
一

準
職

員（
主

任
）

田
村

　
　

勝
準

職
員

山
本

さ
と

み
準

職
員

三
浦

　
靖

男
準

職
員

渡
辺

美
由

樹
準

職
員

楠
　

千
恵

子
準

職
員

米
澤

　
絵

里
準

職
員

天
野

真
寿

美
生

活
店

舗
係

 係
長

山
下

　
裕

貴
生活店舗課 課長（兼）
相

澤
　

幸
司

購
買

部
 部

長
相

澤
　

幸
司

準
職

員（
主

任
）

及
川

　
恵

佑
準

職
員

梶
　

　
紀

之
準

職
員

蜷
川

　
英

樹
準

職
員

對
馬

　
美

加
準

職
員

佐
々

木
幸

雄
準

職
員

高
橋

　
大

河
燃

油
係

 係
長

山
田

　
慎

悟

金
融

共
済

部
 部

長
大

内
　

　
毅

金
融

共
済

課
 課

長
塩

沢
奈

緒
美

係竹
田

　
律

子
係西

澤
舞

由
花

係千
葉

　
彩

生
係岡

本
　

梨
音

貯
金

係
 係

長（
兼

）
塩

沢
奈

緒
美

係山
崎

明
日

香
融

資
係

 係
長

清
野

　
瑞

希

係加
藤

　
芽

衣
係小

山
　

ゆ
き

共
済

係
 係

長
赤

井
　

寿
成

係倉
内

　
結

望
経

営
相

談
係

係
長

河
合

　
崇

之
係

長
目

黒
　

佑
摩

経
営

相
談

課
 課

長
土

屋
　

宏
太

営
農

部
 部

長
下

地
　

剛
志

係太
田

古
都

子
係佐

々
木

捺
希

係田
中

　
翔

也
準

職
員

新
谷

　
祐

子
営農振興係 係長（兼）
天

野
　

拓
弥

責
任

者（
準

）
安

部
　

紋
香

介
護

員（
準

）
岩

淵
　

洋
子

介
護

員（
準

）
坂

下
富

喜
子

介
護

員（
準

）
吉

田
　

知
世

介
護

員（
準

）
三

浦
　

広
美

介
護

員（
準

）
宮

西
　

理
絵

介護事業所 管理者（兼）
天

野
　

拓
弥

営
農

振
興

課
 課

長
天

野
　

拓
弥

代
表

理
事

組
合

長
望

月
　

英
彦

専
務

理
事

大
山

　
武

永

常
務

理
事

真
部

　
朝

志
副

組
合

長
理

事
原

内
　

　
修

会
長

理
事

西
川

　
寛

稔

監
査

室
室

長（
兼

）
山

形
　

則
和

室
員（

兼
）

水
谷

　
隆

行

総
務

経
済

委
員

会
委

員
長

原
内

　
　

修
委

員
西

川
　

寛
稔

委
員

上
田

　
泰

治

監
事

会
代

表
監

事
髙

橋
　

真
悟

監
事

兼
松

　
真

武
監

事（
員

外
）

森
　

　
忠

義

営
農

生
産

委
員

会
委

員
長

伊
藤

　
一

吉
委

員
山

崎
　

浩
二

委
員

片
野

　
大

介

組
合

員
総

    会

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会

企
画

会
議

理
事

会

係菊
池

龍
之

介
準

職
員

濱
中

　
　

武
準

職
員

池
田

喜
久

夫
準

職
員（

主
任

）
福

永
　

将
嗣

準
職

員
長

谷
川

禎
博

準
職

員
有

地
　

孝
文

販
売

係
 係

長
川

村
　

亜
希

販
売

課
 課

長
小

田
島

雅
信

生
産

部
 部

長
水

谷
　

隆
行

調
査

役
前

川
　

元
美

係竹
田

　
昌

矢
係原

内
　

　
星

係藤
本

　
陸

玖
係神

保
　

岳
大

畜産指導係 係長（兼）
田

渕
　

吉
明

畜
産

課
 課

長
田

渕
　

吉
明

主
査

佐
瀨

奈
緒

美
係工

藤
　

智
紀

係橋
本

　
　

葵
係楢

山
　

幸
奈

生
乳

係
 係

長（兼）
渡

辺
　

直
人

生
乳

課
 課

長
渡

辺
　

直
人
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 飲水設備の管理飲水設備の管理

1 水槽の場合

3 現場での事例

2 ウォーターカップの場合

· 水の深さを10～15㎝に保つことで、適度に水が入れ
替わり一定の水質を保つことができます。

· サイレージや配合飼料などの残りを取り除き、内壁の
ぬめりなどを取り除きます。頑固な汚れには重曹を使
うと効果的です。

①飲水量が増える夏場には３日に一度、冬場は１週間に一度掃除をしている
②２日に１回のペースで除糞の際に排水することで、汚れの蓄積を防いでいる
③水槽の掃除を作業に組み込み、ルーティーンにすることで日々の水槽の状況を把握している

· 給水器に飼料が入っている場合にはこまめに取り出し、綺
麗な状態を維持しましょう。

· 一回で全ての給水器を洗浄するのは大変なので区画を決め
定期的に洗浄するのがおすすめです。

　泌乳ステージや環境にもよりますが、乳牛は１日75～180Ｌの水を飲み（日本飼養標準 2017）、生
乳生産を行っています。牛にとって水は消化や代謝にも利用される重要な要素です。牛がいつでもキレ
イな水を飲めるよう、水槽を清潔に保ちましょう。

水面に60°の角度で顔を入れる

ません棒等が、
飲水の妨げに
ならないように

高くすると汚れにくいが、
高すぎると60°の角度で
頭から入らず飲みにくい水張りの

幅面は
50～60㎝ 低いと飼料により汚れやすい

（特に押しベラタイプ）

水深は
10～15㎝

口が3～4㎝水面下に沈み、鼻の穴は水面上に出る
水面の高さは体高の61％→75㎝～85㎝

図１　水槽での飲水姿勢と構造の考え方
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

月
号4

●【専攻科】加工実習――――――――――
　２月９日㈮、13日㈫株
式会社べつかい乳牛興社 
様にご協力いただき、加工
実習を実施しました。９日
は別海町乳製品加工施設で、
ストリングチーズ、モッ
ツァレラチーズ、カチョカ
ヴァロを、13日は別海町
農漁村加工体験施設でフラ
ンスパンや塩パンなどを製
造しました。
　実習を通して温度管理が
加工品の品質に大きく影響
することを学びました。ま
た、チーズやパンの成形作
業では力加減が難しく、苦
戦しながらも精一杯取り組んでいました。
　学生からは「生乳からチーズに加工することの難
しさを体験することができて良かったです。自家の
規模拡大を意識する中で、今回の経験を生かしてい
けるように頑張りたいと思いました。」と感想があ
りました。
●【専攻科】同窓会入会式―――――――――
　２月29日㈭、令和５年
度同窓会入会式および総会
を実施しました。
　同窓会長 伊藤 孝彦 様他
同窓会役員の皆様に歓迎さ
れる中、今年度修了する２
名が新たに同窓会に入会し
ました。
　伊藤同窓会長からは「２名の修了をお喜び申し上
げます。今後の同窓会行事において勢いのある若い
力をいかんなく発揮していただけることを期待して
おります。」とお言葉をいただきました。
●【専攻科】修了証書授与式挙行―――――
　３月１日㈮、別海町教育委員会 教育長 相澤要 様
をはじめ、ご来賓の方々のご臨席を賜り、第51回
農業特別専攻科修了証書授与式を挙行しました。
　別海町長 曽根 興三 様より「専攻科での学びや繋
がりを大切にし、活躍されることを期待しておりま
す。」というお言葉を賜りました。
　修了した学生からは「専攻科で学んだ知識と経験、
人間関係を生かして今後の仕事に活かしていけるよ
う頑張っていきたいと思い
ます」という意気込みをい
ただきました。
　修了生が無事この日を迎
えることができたのも地域
の皆様、関係機関のご理解
とご協力あってのことです。
この場をお借りして感謝申
し上げます。

●【酪農経営科】乳製品販売を行いました―
　２月29日㈭の放課後
に、乳製品加工班が乳製
品の校内販売を実施しま
した。
　販売会に参加した、２
年生の佐藤侑煌さん（上
春別中学校出身）は「こ
の販売会のために、班員
みんなで協力して作った乳製品が、当日全て売り切
ることができて、とても嬉しかったです。」と販売
会を振り返ってくれました。
　また、同日、甲子園の応援メッセージの取材も来
ており、別海高校の学校自慢の中で、校内販売の様
子も放送される予定です。
●【酪農経営科】
　OB会入会式＆卒業証書授与式―――――
　２月29日㈭に農業ク
ラブＯＢ会入会式が行わ
れ、今年度卒業生５名が、
新たにＯＢ入会しました。
今年度の会員代表には、
庄司敬貴さんが選出され
ました。
　３月１日㈮には第71
回卒業証書授与式が挙行
され、全日制課程酪農経
営科15期生５名が、社
会人としての第一歩を踏
み出しました。今年度は、
保護者等の来場数の制限
も解除され、在校生全員
が式に参加する、従来の
形で卒業生を盛大に見送ることができました。そし
て、在校生は自分達が卒業する時のイメージをつか
むことができたと思います。
　なお、今年度の酪農経営科の卒業式における表彰
者及び進学・就職状況は次の通りです。

チーズ販売の様子

卒業式の様子

卒業式の様子

チーズ製造の様子

パン製造の様子

同窓会入会式の様子

【表彰者】
　専門学校等御下金記念優良卒業生
　　　　庄司　敬貴
　全国農業高等学校長協会賞
　　　　庄司　敬貴
　日本農業クラブ北海道連盟農業クラブ表彰
　　　　横山　陽向
　栗林育英学術財団研練褒賞
　　　　庄司　敬貴

【就　職】
　 庄司牧場、陸上自衛隊、別海森林組合
　別海厚生企業組合（介護事務所すずらん）
　タイヨー建装 修了式の様子
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２月乳質乳価一覧表 ２月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 1103.312 46.04 40.11 5.93
無 脂 乳 固 形 分 700.197 62.37 54.04 8.33
生 産 者 補 給 金 7.0664 7.07 6.63 0.44
集 送 乳 調 整 金 2.1549 2.15 2.08 0.07
補 給 金 合 計 9.2213 9.22 8.71 0.51

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 304,704,280.1

3.76 3.76 0.00

ランク2 　０ 8,950,772.7
ランク3 －３ 75,605.2

体細胞数
ランク1 　２ 282,766,659.0
ランク2 　１ 15,022,904.2
ランク3 －２ 4,345,429.9

合　　　　　計 121.39 106.62 14.77

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 46円04銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 62円37銭
生 産 者 補 給 金 ③ 7円07銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 2円15銭
脂 肪 率 全道 4.17％

農協 4.27％
無 脂 固
形 分 率

全道 8.91％
農協 8.87％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 117円63銭
農協 118円48銭

乳質乳価⑥ 全道 3円76銭
農協 3円69銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 121円39銭
農協 122円17銭
差異 0円78銭

第13回 理事会の動き 令和６年３月28日㈭

報告事項
１　令和５年度12月末定期監査報告書について
２　 令和６年度理事報酬額の諮問に対する答申に

ついて
３　令和５年度２月末基準決算見通しについて
４　個人情報内部監査報告について
５　 令和５年度草地整備促進支援事業に係る利子

助成について
６　 ＪＡバンクの内部管理態勢構築に係る指針の

変更について
７　 令和５年度生産性向上整備事業に係る助成金

の支出について
８　固定資産の取得について
９　令和５年度２月末営農関連実績について
10　 令和５年度家畜ふん尿貯留施設整備事業の実

績について
11　 令和５年度断水時緊急対策事業の実績につい

て
12　 令和５年度良質乳生産環境維持対策事業の実

績について
13　 令和５年度草地更新関係事業に係る自己負担

金の精算について
14　 新規就農者乳牛導入支援対策事業に係る助成

金の支払について
15　特定疾病感染状況について
議　　案

１　 事務所建設に係る設計監理申込書の提出につ
いて

２　規定類の一部改正について
３　令和６年度役員との取引基準について
４　 令和６年度役員賠償責任保険契約の締結につ

いて
５　 役員との農協資産に係る賃貸借契約の締結に

ついて

６　令和６年度貸付金利率の最高限度額について
７　令和６年度信用供与等限度額認定について
８　 中春別営農サポート協議会に係る支援金拠出

の継続について
９　固定資産の取得について
10　リース契約の締結について
11　 令和６年度生産性向上整備事業の実施につい

て
12　 令和６営農年度財産造成に伴う資金の貸付に

ついて
13　令和６営農年度クミカン暫定取引について
14　 令和６年度飼養管理施設長期有効活用整備事

業の実施について
15　 令和６年度良質乳生産環境維持対策事業の実

施について
16　 中春別農協農業後継者対策協議会規程の変更

について
17　令和６年度草地更新関係事業の実施について
18　 令和６年度自給飼料生産性向上対策事業の実

施について
19　訪問介護事業運営規程の改定について
20　 令和６年度府県乳牛動向追跡調査の実施につ

いて
21　生乳汚染事故補償互助会の支払について
22　特定疾病感染補償互助会の支払について
23　 令和６年度（前期）ＪＡ中春別選定種雄牛（案）

について
24　令和６年度給与表について
25　令和５年度期末賞与の支給について
26　令和６年度職員給与の定期昇給について

協議事項
１　 地区別組合員懇談会の意見集約について
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凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

なかしゅんべつ　2024（令和６）年４月号

94.2%94.2%
99.0%99.0%

84.1%84.1%

92.0%92.0%

81.8%81.8%

97.0%97.0%

99.6%99.6% 99.5%99.5%
92.0%92.0%

95.6%95.6%
90.4%90.4%

72.4%72.4%

90.0%90.0%

73.8%73.8%
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令和６年３月31日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 2 件 8 件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、
血乳による汚染事故 1 件 5 件

異臭、異常風味によ
る汚染事故 1 件 1 件

ミルクドクター
使用率（３月）

豊　原 美　原 中春別 全体計
83.7% 93.2% 84.7% 87.0%

ミルクドクターをミルクドクターを
活用して安心で活用して安心で

安全な生乳生産を�安全な生乳生産を�

中春別地区毎日体細胞（４～３月） 令和５年度地区集計（４～３月）

豊原地区毎日体細胞（４～３月） 美原地区毎日体細胞（４～３月）

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.1% 0.0% 1.1% 0.3% 1.0% 0.3%
0.8% 0.1% 6.3% 1.5% 3.7% 0.3%
4.9% 0.9% 8.5% 6.2% 13.5% 2.4%

94.2% 99.0% 84.1% 92.0% 81.8% 97.0%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.1% 0.3% 0.0% 0.3% 0.9%
0.1% 0.0% 0.9% 0.7% 0.8% 6.3%
0.3% 0.4% 6.8% 3.7% 8.5% 20.4%

99.6% 99.5% 92.0% 95.6% 90.4% 72.4%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.3% 1.5% 0.3% 0.4% 0.0%
1.2% 5.2% 0.4% 2.0% 0.3%
8.5% 19.5% 2.9% 8.1% 3.5%

90.0% 73.8% 96.4% 89.5% 96.2%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.5% 0.3% 0.3% 0.4%
2.4% 1.4% 1.2% 1.6%
6.3% 7.0% 6.7% 6.7%

90.8% 91.3% 91.8% 91.3%
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　陰暦の５月のこと
２　棋聖、天元、本因坊といえば
３　ワインやウイスキーはこれ
４　話題となるような出来事
５　ギョーザのたれに入れる辛い調味料
９　指揮者が振るもの
11　家臣が仕えます
12　 村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの言葉は五月雨

（さみだれ）です
13　目には――山ホトトギス初ガツオ（山口素堂）
15　遠くの親類より近くの――
18　１と－１の中間点

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　アルバイトの――試験を受けた
４　黄色に黒いしま模様がある猛獣
６　ご――の良い日にお越しください
７　ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
８　味を感じ取ります
10　 沖縄では５月中に――入りすることが多いです

ね
11　 ゴールデンウイークのホテルは、――客で混雑

しそう
13　魚偏に占と書く魚
14　凸という字の音読みは
16　早く実る稲は早稲（わせ）、遅いものは
17　ポケットの中でチャリチャリと鳴ることも
19　相撲の取組を数えるときに使う言葉
20　衣服のしわをのばします

抽選で３名の方に
抽選で３名の方に乳製品引換券
乳製品引換券（今月号では「スモークチーズ」と引き換え！）

（今月号では「スモークチーズ」と引き換え！）
をプレゼント!!
をプレゼント!!

タテのカギ

Vol.555
2024

4

４月号のこたえ

返信先：JA中春別 FAX76-2341（営農振興課宛）

CA D EB

　正解者の中から抽選で３名の方に乳製品引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》 営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和６年４月26日㈮まで

※ ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。

※ ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

（敬称略）

３月号の正解は
A B C D E

フリージア
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
第18回は山下裕貴生活店舗係長に抽選し
て頂きました！

・髙　井　猛　正

・藤　倉　苺　香

・鈴　木　和　彦


